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地域防災力を向上させる初期段階では，その土地＝地域が経験している防災

上の伝承や経験などの防災文化を継承していくことも防災教育実施上において

重要である．ところが，伝承や記憶に関しては地域性が高く一般化しにくいた

め，だれでも入手し展開できるツールとしては活用しにくいのが現状である． 

本研究は京都府南部桂川支川の小畑川流域を対象として 3 年半の参与観察を

行いつつ，当該地域における水害の仕組み等の工学的な内容の普及とともに，

災害の記憶という視点で行われた防災教育に関する中間報告である．また，そ

れを基にした地域の記憶と防災意識の継続性の向上についての予備検討ととも

に，行事実施による関係者の防災意識の向上とそれに伴う行事内容の発展につ

いての現状とコーディネート等の課題等についても検討･提案し、今後の水害防

災の向上を目指したい． 
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